
9
２０13（平成２5）年

vol.548
http://www.town.oyamazaki.kyoto.jp

今月の主な内容

■【特集】いきいき　いきる� Ｐ２
■町職員の任免・勤務条件・服務の状況など�Ｐ６
■秋の旅に出かけませんか� Ｐ８
■平和の祈り　ヒロシマから世界へ� Ｐ10
■住民フェスタの参加団体を募集します� Ｐ11
■町職員を募集します� Ｐ11
■９月10日は、世界自殺予防デーです� Ｐ12
■第23回参議院議員通常選挙の投開票結果� Ｐ12

お
お
や
ま
ざ
き
に

　
　
　
　
　
夏
が
き
た

【
15
ペ
ー
ジ「
広
が
る
盆
お
ど
り
の
輪
」よ
り
】
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いきいき いきる
－健康寿命をのばす！－

65歳を超えて、いきなり運動をはじめてもなかなか身体が思うように動かない。
身体、体調を悪くしたから運動した方がいいよといわれても、なにができるの？
早めにやりたい健康づくり。元気なうちに始めましょう。

問＝健康課高齢介護係　☎956-2101（内149）

健
康
で
あ
る
た
め
に

　
今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
社
会
が
進
む
と

予
想
さ
れ
る
日
本
。
介
護
の
リ
ス
ク
を
少

し
で
も
軽
減
す
る
た
め
に
、
健
康
で
あ
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
必
要
だ
と
分

か
っ
て
い
て
も
、介
護
予
防
と
聞
く
と「
と

っ
つ
き
に
く
い
。」「
自
分
に
は
関
係
な

い
。」
と
思
っ
て
し
ま
う
人
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
健
康
維
持

だ
と
ど
う
で
し
ょ
う
。
少
し
身
近
に
感
じ

ら
れ
ま
せ
ん
か
。

　
加
齢
に
よ
る
体
力
の
衰
え
は
誰
に
で
も

訪
れ
ま
す
。
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
で
、

楽
し
く
元
気
に
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を

手
に
入
れ
ま
せ
ん
か
。
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■軽度（要支援１～要介護１） ■中重度（要介護２～要介護５）

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
25
年
度

平
成
24
年
度

 237
 252

 256  317
 313  306

 325
 344

 350
 355

 202
 213

 248  219
 251  238

 251
 270

 306
 325

介護度別認定者数（町）

高
齢
者
に

求
め
ら
れ
る「
健
康
」

　
日
本
は
今
、
４
人
に
１
人
が
65
歳
以
上

の
高
齢
者
と
い
う
、
超
高
齢
社
会
に
な
っ

て
い
ま
す
。
町
で
も
、
平
成
25
年
４
月
１

日
現
在
で
、
65
歳
以
上
の
方
は
約
４
，
０

０
０
人
。
高
齢
化
率
は
25
・
８
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
①
）

　
国
全
体
で
は
、
今
後
２
０
５
０
年
に
は

38
・
８
％
、
約
２
・
６
人
に
１
人
が
65
歳

以
上
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。（
グ

ラ
フ
②
）

　
こ
う
し
た
超
高
齢
社
会
が
本
格
的
に
到

来
す
れ
ば
、
現
役
世
代
（
15
歳
〜
64
歳
の

生
産
年
齢
人
口
）
の
人
が
約
１
・
３
人
で
、

高
齢
者
１
人
の
医
療
費
や
介
護
保
険
料
を

支
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
で
も
、

現
役
世
代
の
人
が
約
２
・
７
人
で
高
齢
者

１
人
を
支
え
て
い
る
計
算
で
す
が
、
２
０

５
０
年
に
は
、
今
の
２
倍
以
上
の
負
担
を

現
役
世
代
の
人
に
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
高
齢
者
は
子
ど
も
や
孫
、
そ
し
て
ひ
孫

世
代
の
た
め
に
も
、
介
護
を
必
要
と
し
な

い
、
健
康
な
高
齢
者
に
な
っ
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

介
護
予
防
は

高
齢
者
だ
け
の
も
の
？

　
高
齢
者
と
は
65
歳
以
上
の
方
の
こ
と
を

指
し
ま
す
が
、
年
を
と
っ
て
か
ら
健
康
維

持
を
始
め
る
の
は
少
し
大
変
。
ま
し
て
や
、

ひ
ざ
を
悪
く
し
て
か
ら
、
筋
力
ア
ッ
プ
の

た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ん
て
で
き
ま
せ

ん
。
若
い
う
ち
か
ら
少
し
ず
つ
取
り
組
ん

で
お
く
こ
と
で
、
要
介
護
状
態
に
な
る
の

を
で
き
る
だ
け
防
い
だ
り
、
遅
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
「
私
は
ま
だ
大
丈
夫
。」
と

思
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？
　
な
に
か
を
始

め
る
の
に
、
早
す
ぎ
る
な
ん
て
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
最
近
は
町
で
も
、
従
来
の
高

齢
者
だ
け
を
対
象
に
し
た
講
座
だ
け
で
は

な
く
、
高
齢
者
を
主
体
と
し
な
が
ら
も
、

幅
広
く
異
世
代
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
同
士
が
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
み
、
若
い
人
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
の

大
事
な
こ
と

　
健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
に
大
事
な
の

が
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
。「
い
つ
ま
で
も

元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
」
は
、
た

だ
身
体
を
動
か
す
だ
け
、
食
生
活
に
気
を

つ
け
る
だ
け
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
一
人
ひ

と
り
の
生
涯
に
わ
た
る
、
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
や
自
己
実
現
も
目
指
し
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
楽
し
く
な
け
れ
ば
健
康
維
持
は

で
き
ま
せ
ん
。
健
康
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
い
や
い
や
し
て
い
て
も
、
暑
い
し
、

寒
い
し
、
し
ん
ど
い
だ
け
。
長
く
は
続
き

ま
せ
ん
。
で
も
誰
か
と
一
緒
に
お
し
ゃ
べ

り
し
な
が
ら
歩
い
て
い
た
ら
、
い
つ
の
間

に
か
こ
ん
な
に
歩
い
て
い
た
。
な
ん
て
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
健
康
で
い
る
た
め
に
は
、
続
け
る
こ
と

が
大
事
。
続
け
る
た
め
に
は
、
何
事
も
楽

し
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
楽
し

く
簡
単
に
続
け
ら
れ
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や

養
成
講
座
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■人口　■高齢者数　■

▲

■  高齢化率

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度
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2,879 2,988 3,150 3,302 3,446 3,590 3,709 3,745 3,846 3,969

18.5%
19.3%

20.3%
21.5%

22.2%
23.0%

23.9% 24.3%

24.9% 25.8%

グラフ①　町人口と高齢化率

24.6%

14.2% 61.2%

■0歳～ 64 歳　■65 歳～ 74 歳　■75 歳以上

グラフ②　平成77年（2050年）の高齢化率

現　状 2050年

高齢者

1人
高齢者

1人

支える世代

2.7人
支える世代

1.3人
65歳以上の高齢者1人に対し、
支える世代は約2.7人。

65歳以上の高齢者1人に対し、
支える世代は約1.3人。

高齢者の自立が
求められている

△８月１日木のいきいきサロンのようす。いろいろな
イベントやティータイムが設けられています。（２ペ
ージ背景写真も同サロンのようす）
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●
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
●

ミ
サ
コ
。
昭
和
33
年
12
月
24
日
生

ま
れ
、
54
歳
。
全
国
の
企
業
や
自

治
体
、
医
療
関
係
機
関
な
ど
で
年

間
２
０
０
本
を
超
え
る
健
康
講
演

セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

指
導
を
こ
な
す
傍
ら
、
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
の
ボ
デ
ィ
ケ
ア
や
プ
ロ

の
健
康
指
導
者
の
育
成
を
行
う
。

自
身
が
考
案
し
た
『
ろ
っ
骨
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
・
Ｋ
ａ
Ｑ
ｉ
Ｌ
ａ
〜
カ

キ
ラ
〜
』
が
全
国
で
大
人
気
と
な

り
、
マ
ス
コ
ミ
や
メ
デ
ィ
ア
で
も

幅
広
く
活
躍
中
！

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り
し
ま
せ
ん
か

〝
助
け
愛
隊
〞
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト

己
抄
呼
〜
Ｍ
ｉ
ｓ
ａ
ｋ
ｏ
〜
の
笑
う
体
操

　
10
万
人
以
上
の
人
た
ち
が
笑
顔
に
な
り
、
笑
顔
の
大
切
さ
を
実
感
で
き
る
、
参
加

型
健
康
講
演
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
座
っ
た
ま
ま
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で
も
で
き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
を
、

参
加
者
み
ん
な
で
思
い
っ
き
り
笑
い
な
が
ら
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

　
町
で
は
現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
長
寿
苑
が
中
心
と
な
っ
て
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
講
座
や
サ
ロ
ン
、
自
宅
訪
問
、
電
話
で
の
安
否
確
認
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
も

参
加
で
き
る
、
全
年
齢
が
対
象
と
な
っ
た
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

己
抄
呼
〜
Ｍ
ｉ
ｓ
ａ
ｋ
ｏ
〜
さ
ん

△参加者みんなで一体となって、オリジナル体操を楽しんでください！

健康アーティスト
（健康運動指導士）

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
「
カ
キ
ラ
」

　
己
抄
呼
〜
Ｍ
ｉ
ｓ
ａ
ｋ
ｏ
〜
さ
ん
が
考

案
し
た
「
カ
キ
ラ
」
は
、
誰
で
も
頑
張
ら

な
い
で
、
自
分
の
ペ
ー
ス
や
体
力
、
身
体

の
硬
さ
に
合
わ
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
ポ
ー
ズ
（
型
）
は
機
能
改
善
効

果
を
目
的
と
し
て
構
成
・
構
築
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
部
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
自
宅
で
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※ 

今
回
、
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
行
う

体
操
と
は
異
な
り
ま
す

○
ク
レ
セ
ン
ト
ム
ー
ン
の
型

　
せ
き
つ
い
の
ひ
ず
み
改
善
の
ほ
か
、
上

半
身
の
血
流
も
促
進
さ
れ
ま
す
。

○
祈
り
の
型

　
下
肢
に
体
重
を
か
け
な
が
ら
手
を
合
わ

せ
る
こ
と
で
、全
身
の
血
流
を
促
進
さ
せ
、

冷
え
や
む
く
み
の
改
善
に
な
り
ま
す
。

〝
助
け
愛
隊
〞
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

つ
な
ぐ
、健
康
づ
く
り
の
輪  　interview

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
り
た
い
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
が
、
自

分
か
ら
進
ん
で
気
軽
に
楽
し
く
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
な
講
座
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？

 

と
き
／
内
容

①
11
月
９
日
土

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
10
分

　  「
介
護
予
防
の
基
礎
知
識
／
運
動
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」

②
11
月
12
日
火
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　「
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
」

③
11
月
15
日
金

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
10
分

　  「
介
護
予
防
の
基
礎
知
識
／
食
事
と
栄

養
に
つ
い
て
」

④
11
月
22
日
金
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　「
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
」

⑤
11
月
26
日
火

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
10
分

　  「
介
護
予
防
の
基
礎
知
識
／
入
浴
と
睡

眠
に
つ
い
て
」

⑥
11
月
30
日
土
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　  「
地
域
づ
く
り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
町

内
の
活
動
事
例
紹
介
」

　
※ 

講
座
終
了
後
に
、
受
講
者
同
士
の
交

流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す

 

と
こ
ろ
＝�

中
央
公
民
館

 

対
象
＝�

町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
で

左
記
の
要
件
に
、
該
当
す
る
方

① 

介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
に
関
心
が
あ

る
② 

地
域
で
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
を
取

り
組
み
た
い

定
員
＝
40
人
（
先
着
順
）

参
加
条
件
＝
第
１
回
〜
第
５
回
の
い
ず
れ

か
１
つ
以
上
と
、
第
６
回
に
参
加
で
き
る

方
に
限
り
ま
す

※ 

参
加
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方
に
は
、

修
了
証
書
を
お
渡
し
し
ま
す

講
師
＝
武
田
卓
也
さ
ん
（
大
阪
人
間
科
学

大
学
医
療
福
祉
学
科
介
護
福
祉
専
攻
准
教

授
）
ほ
か
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
、
町
職
員

申
込
方
法
＝
詳
細
は
広
報
お
お
や
ま
ざ
き

10
月
号
で
ご
案
内
し
ま
す
。

問
＝
健
康
課
高
齢
介
護
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
１
４
９
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
９
５
２
―
６
５
３
３

　
私
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
町
に

お
住
い
の
皆
さ
ん
の
介
護
保
険
相
談
な
ど

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
方
た
ち

と
接
す
る
な
か
で
、「
健
康
と
は
な
に
か
」

と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
元
気
な
方
は
皆
さ
ん
笑
顔
。
笑
顔
の

方
は
だ
い
た
い
が
運
動
や
文
化
的
な
活
動

な
ど
、
継
続
的
な
楽
し
み
を
も
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
高
齢
者
の
方
に
限
っ
た
話
で

は
な
く
、
ど
の
世
代
の
人
も
同
じ
。
自
分

が
好
き
な
も
の
に
取
り
組
む
と
笑
顔
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
笑
顔
が
健
康
の

源
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
私
た
ち
は
皆
さ
ん
が
な
に
か
を
始
め
る

き
っ
か
け
作
り
が
で
き
た
ら
い
い
で
す

ね
。
笑
顔
は
み
ん
な
を
元
気
に
す
る
力
が

あ
り
、
地
域
の
財
産
で
す
。
地
域
の
財
産

は
み
ん
な
で
わ
か
ち
あ
い
た
い
！
　
と
思

い
、
今
回
の
講
座
や
企
画
を
た
ち
あ
げ
ま

し
た
。「
自
分
の
健
康
に
役
立
て
る
」、「
自

分
の
興
味
あ
る
こ
と
を
見
つ
け
た
い
！
」。

そ
ん
な
楽
な
気
持
ち
で
講
座
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　
養
成
講
座
の
内
容
は
、
よ
く
テ
レ
ビ
で

特
集
し
て
い
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
で
は
「
あ

れ
？
　
そ
れ
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」
と

思
っ
て
も
、
質
問
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
よ
ね
。
で
も
、
こ
の
講
座
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
学
習
で
き
ま
す
。

大
学
の
先
生
に
直
接
、
聞
き
た
い
こ
と
が

聞
け
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
の
で
、
ど

の
世
代
の
方
で
も
、
興
味
が
あ
れ
ば
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
●

イ
マ
ニ
シ
・
ヤ
ス
ヒ
コ
。
昭
和
45
年
３
月
４
日
生
ま
れ
、

43
歳
。
平
成
19
年
か
ら
大
山
崎
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
勤

務
。
趣
味
は
30
歳
か
ら
は
じ
め
た
マ
ラ
ソ
ン
。
自
分
の
趣

味
と
仕
事
を
通
し
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
平
成
22

年
に
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
１
０
０
km
マ
ラ
ソ
ン
に
日
本

代
表
と
し
て
出
場
。

今西 泰彦さん
（地域包括支援センター長）

と
き
＝
10
月
５
日
土

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
１

時
開
場
）

と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
本
館
１
階

ホ
ー
ル

対
象
＝
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方

定
員
＝
１
５
０
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
＝
９
月
３
日
火
か
ら
電

話
で
左
記
ま
で
。（
月
を
除
く
）

申
込
先
＝
中
央
公
民
館

☎
９
５
７
―
１
４
２
１

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
つ
い
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の
今
西
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。



広報おおやまざき7 6広報おおやまざき

町職員の任免・勤務条件・服務の状況など

1職員の任免および
 職員数に関する状況
⑴ 職員の任免の状況（平成24年度）

⑵ 職員数の状況

①　採用試験の状況

②　職員数の推移

①　年齢別職員数（平成24年４月１日）

②　退職者数

※退職者数には、再任用職員、嘱託員、臨時職員の退職者を含めません

　本町における人事行政の公正性、透明性を高めるた
め、「大山崎町人事行政の運営等の状況の公表に関す
る条例」に基づき、職員の任免・勤務条件・服務の状
況などを公表します。
　なお、給与・定員の状況については、今年の３月に
本誌およびホームページでお知らせしています。
 問＝総務課総務係　☎956－2101（内321）

2勤務時間その他の
 勤務条件の状況
⑴ 勤務時間の状況（平成24年４月１日現在）

⑷ 介護休暇の取得状況

⑵ 年次有給休暇の取得状況
 （平成24年１月１日～ 12月31日）

⑶ 育児休業などの取得状況
 （平成24年４月１日～平成25年３月31日）

3

4

6職員の分限および懲戒処分の
 状況（平成₂₄年度）

服務の状況

研修の状況︵平成₂₄年度）

5

7

福祉および利益の保護の状況
 （平成₂₄年度）

公平委員会に関する事項

職　　種 申込者数
Ａ

１次試験
合格者数

採用者数
Ｂ

倍率
Ａ／Ｂ

（参考）
23年度の
倍率

事務職 53人 14人 4人 13.3 16.4 
技術職(土木) 5人 3人 1人 5.0 9.0 
技術職(建築) 2人 1人 1人 2.0 ―

定年
退職

勧奨
退職

普通
退職

分限
免職

懲戒
免職

死亡
退職 合計

5人 0人 0人 0人 0人 0人 5人

年度 平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

職員数 178人 171人 162人 153人 144人 140人 138人 138人

勤務
時間

1週間の
勤務時間

1日の
勤務時間

開始
時刻

終了
時刻

休憩
時間

休息
時間

38時間
45分

7時間
45分

午前
8時
30分

午後
5時
15分

午後
0時～
1時

なし

週休日 勤務時間を割り振らない日（日曜日・土曜日）

休日 国民の祝日に関する法律に規定されている休日および12月
29日から翌年1月3日までの日

年齢 20歳
未満

20歳～
23歳

24歳～
27歳

28歳～
31歳

32歳～
35歳

36歳～
39歳

職員数 0人 10人 10人 18人 17人 7人

年齢 40歳～
43歳

44歳～
47歳

48歳～
51歳

52歳～
55歳

56歳～
59歳 計

職員数 9人 11人 11人 17人 28人 138人

総付与日数
Ａ

総取得日数
Ｂ

対象職員数
Ｃ

平均取得
日数Ｂ／Ｃ

消化率
Ｂ／Ａ

3,791日 902日 86人 10.5日 23.8%

（注１） 付与日数は、１暦年につき20日（当該年の途中に採用された者
は、同年の在職期間に応じた日数）で、その年に取得しなか
った場合は20日を限度として翌年に繰り越すことができます

（注２） 対象職員数は、平成24年１月１日～ 12月31日までの全期間在
職した一般職員であり、期間の中途に採用された者および退
職した者、育児休業、休職の事由がある職員を除いています

区分

平成24年度の取得者数 平成24年度中に新たに育児休業が
取得可能となった職員

育児休
業取得
者数

部分休
業取得
者数

育児短
時間勤
務取得
者数

（育児
休業対
象職
員）

うち育
児休業
取得者
数

うち部
分休業
取得者
数

うち育
児短時
間勤務
取得者
数

男性
職員

0人 0人 0人
5人 0人 0人 0人

0人 0人 0人

女性
職員

4人 0人 0人
4人 0人 0人 0人

3人 0人 0人

計
4人 0人 0人

9人 0人 0人 0人
3人 0人 0人

（注）「育児休業取得者数」、「部分休業取得者数」、「育児短時間勤務取
得者数」の欄の上段には平成24年度に新たに取得した者、下段には
平成23年度から24年度にかけて引き続いている者の数を記載して
います

区分 介護休暇
取得者数

要介護者
（続柄など） 取得形式 介護休暇

承認期間

男性
職員 0人 　　 　　 　　

女性
職員 0人 　　 　　 　　

計 0人

　職員の不利益となる処分には、分限処分と懲戒処分があります。
　分限処分とは、職員がその職責を十分に果たすことができないなど、
一定の事由がある場合に公務能率の維持向上のため、休職、降任などの
職員の意に反する不利益な身分上の変動をもたらす処分です。
　懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うこと
で、公務における規律と秩序の保持を目的としており、免職、停職、減
給などの処分です。

⑴ 分限処分者数
　　該当ありません。

⑵ 懲戒処分者数
　　該当ありません。

綱紀保持の取組
　地方公務員は地方公務員法で、全体の奉仕者として公共の利益のために
勤務し、職務の遂行にあたっては全力を挙げてこれに専念することとされ
ており、法令等遵守義務、信用失墜行為の禁止、守秘義務、政治行為の制
限、営利企業等への従事制限などの義務が課されています。
　大山崎町においては、これらの服務規律の確保を徹底するため、毎年、
依命通達などにより綱紀の保持および公務員倫理の確立を図っています。

　地方公務員法では、職員の生活、身分を安定させることにより公務能率
の増進に寄与することを目的として、職員の福祉および利益の保護を適切
かつ公正に行うことが規定されており、厚生福利制度、公務災害補償制度
が定められています。また、労働安全衛生法においては、職場における職
員の安全と健康を確保することが規定されています。
　大山崎町における職員の福祉および利益の保護の状況については次のと
おりです。

主な内容 実施日 備考

保
健
事
業

定期健康診断 平成24年11月21日・22日 受検者数
116人

特殊健康診断 平成25年01月24日 受検者数
35人

人間ドックほか 通年

福
利
厚
生

京都府市町村職員厚生会
生活設計支援事業 通年

京都府市町村職員厚生会
元気回復事業 各事業実施日程による

京都府市町村職員厚生会
給付事業 通年

大山崎町職員厚生会事業 各事業実施日程による
公務災害補償の認定件数 公務災害…３件　　通勤災害…０件

　地方公務員法は、公務能率の増進の観点から、職員に対して研修を受ける機会
を与えることを任命権者に義務付けています。大山崎町においては以下のとおり
研修を実施しました。

研修名 実施日 研修期間 受研者数
町
主
催
研
修

住民満足度向上研修 平成24年10月29日・30日 2日 139人

長期勤続職員自主研修 通年 2日 
～ 5日 14人

委
託
研
修

新規採用職員研修 平成24年10月17日・18日 2日 6人
課長研修 平成24年7月13日 1日 1人

法制執務研修（基礎） 平成24年7月3日･4日/5日･6日 2日 9人

市町村監査委員研修会 平成24年11月22日 1日 1人
税務担当職員初心者研修 平成24年８月６日・７日・８日 3日 2人
市町村トップセミナー 平成25年1月16日 1日 4人
5年目職員研修 平成24年11月19日・20日 2日 3人
木造家屋評価研修 平成24年11月29日 1日 1人
係長研修 平成24年5月29日･30日/6月7日･8日 2日 2人
問題解決のための理論と発想 平成24年10月30日/11月30日 1日 2人
財政初任者研修会財政初任
者研修会 平成24年4月20日 1日 2人

市町村等研修事務担当者会
議及び研修会 平成24年4月24日 1日 1人

信頼を勝ち得る話し方研修 平成24年8月7日 1日 1人
農業所得にかかる収支計算研修会 平成24年9月26日 1日 1人
政策法務 平成24年9月6日 1日 1人
エクセル研修（基礎） 平成24年8月21日/9月7日/10月15日 1日 3人
エクセル研修（応用） 平成24年8月17日/10月24日 1日 2人

派
遣
研
修

平成24年度法令実務Ａ
～法務の基礎と実務～ 平成24年６月12日～ 15日 4日 1人

子育てに困難を抱える人への支援 平成24年７月23日～ 25日 3日 1人
公共政策セミナー 平成24年８月21日・22日 2日 2人
生活保護と自立支援 平成24年７月９日～ 13日 5日 1人
初心者のための簿記入門講座 平成24年５月８日・９日 2日 1人
公共施設における省エネ対策セミナー 平成24年7月6日 2日 2人
使われる業務マニュアルの
作り方研究会 平成24年9月19日 1日 1人

平成24年度水道技術管理者
資格取得講習会

平成24年10月10日～ 30日
平成25年１月16日～２月５日 30日 1人

都市交通政策技術者養成コース 平成25年５月23日～７月21日 8日 2人
保育所　保育・保健セミナー 平成24年12月19日・20日 1日 1人
都市計画 平成24年５月21日～ 25日 5日 1人
マンション建て替え事業関連　説明会 平成24年7月11日 1日 2人
ブロック別児童福祉施設給
食関係者研修会 平成24年10月16日 1日 1人

　職員の権利は、勤務条件に関する措置要求制度および不利益処分に関す
る不服申立て制度で保護されています。勤務条件に関する措置要求は、給
与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、地方公共団
体の当局により適当な措置が執られるべきことを要求する制度であり、ま
た不利益処分に関する不服申立ての制度は、不利益な処分を受けた職員が
公平委員会に対して不服申立てを行うことができる制度です。

平成24年度の状況
　勤務条件に関する措置要求………０件
　不利益処分に関する不服申立て…０件
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食欲の秋に、スポーツの秋。厳しい夏も終わりに

近づいてきた今日この頃、そろそろ外出して秋を

楽しんでみませんか？

いざ、歴史の薫る旅へ
！

いざ、歴史の薫る旅へ
！

秋の旅に
出かけませんか

京
都
―
兵
庫
を
結
ぶ
道

西
国
街
道
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク

　
西
国
街
道
と
は
、
京
都
か
ら
西
宮
へ
直
接

向
か
う
古
い
ル
ー
ト
の
こ
と
で
、
古
代
山
陽

道
か
ら
受
け
継
い
だ
長
い
歴
史
を
も
ち
ま
す
。

　
今
回
は
、
歴
史
街
道
推
進
協
議
会
と
西
国

街
道
沿
道
の
博
物
館
、資
料
館
が
連
携
し
て
、

学
芸
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
現
地
を

案
内
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
尼
崎
・
西
宮

―
京
都
間
を
８
日
間
に
分
け
て
踏
破
し
ま

す
。
皆
さ
ん
も
地
域
の
学
芸
員
ら
と
と
も
に

歩
き
、
西
国
街
道
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
せ

ん
か
。

　
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
下
記
表
の
そ
れ

ぞ
れ
参
加
し
た
い
地
域
の
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
！

歴
史
街
道
講
演
会

「
時
代
で
つ
な
ぐ
西
国
街
道
〜
古
代
・
中
世
・

近
世
〜
」

と
き
＝
９
月
21
日
土

と
こ
ろ
＝
高
槻
市
立
今
城
塚
古
代
歴
史
館

定
員
＝
１
５
０
人
（
先
着
順
）

※
入
場
無
料
、
予
約
不
要

※ 

定
員
を
超
え
た
場
合
は
別
室
で
モ
ニ
タ
ー

受
講
可

内
容

■ 

午
後
１
時
40
分
〜
２
時
20
分

「
古
代
の
山
陽
道
」
宮
崎
康
雄
（
高
槻
市

教
育
委
員
会
）

■ 

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

「
中
世
の
西
国
街
道
」
福
島
克
彦
（
大
山

崎
町
歴
史
資
料
館
）

■ 

午
後
３
時
10
分
〜
３
時
50
分

「
近
世
の
西
国
街
道
」
室
谷
公
一
（
尼
崎

市
教
育
委
員
会
）

問
＝
高
槻
市
立
今
城
塚
古
代
歴
史
館

☎
０
７
２
―
６
８
２
―
０
８
２
０

府
域
を
む
す
ぶ
地
域
交
流
事
業

丹
後
へ
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　
に
そ
と
の
開
通
で
、
格
段
に
向
上
し
た
府

北
中
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
。
し
か
し
、「
ま
だ
、

に
そ
と
を
使
っ
た
こ
と
が
な
い
。」「
あ
ま
り

京
都
府
の
日
本
海
側
に
は
行
っ
た
こ
と
が
な

い
。」
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
に
そ
と
を
使
え
ば
、
細
川
ガ
ラ
シ

ャ
や
明
智
光
秀
に
関
す
る
歴
史
の
舞
台
を
探

訪
で
き
た
り
、
丹
後
の
海
で
獲
れ
た
て
の
魚

介
類
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き
＝
10
月
16
日
水
、
24
日
木

集
合
＝
京
都
府
乙
訓
総
合
庁
舎
（
向
日
町
警

察
署
の
向
か
い
側
）　
午
前
７
時
20
分

ま
た
は
Ｊ
Ｒ
長
岡
京
東
口
　
午
前
７
時
30
分

解
散
＝
Ｊ
Ｒ
長
岡
京
　
午
後
６
時
30
分
頃

ま
た
は
京
都
府
乙
訓
総
合
庁
舎
　
午
後
６
時

40
分
頃

行
先（
概
要
）＝
田
辺
城
跡
〜
京
都
府
漁
連
セ

リ
市
〜
ホ
テ
ル
丹
後
（
昼
食
）
〜
元
伊
勢
籠

神
社
〜
橋
立
や
ま
い
ち
〜
福
知
山
城

注
意
！
＝
田
辺
城
跡
を
見
学
後
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
丹

後
あ
か
ま
つ
１
号
に
乗
車
し
ま
す
。
指
定
席

の
予
約
定
員
が
25
人
の
た
め
、
15
人
は
自
由

席
で
の
乗
車
と
な
り
ま
す
。
バ
ス
車
内
で
席

の
抽
選
を
し
ま
す

対
象
＝
京
都
府
内
に
在
住
の
方

定
員
＝
40
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

※ 

当
選
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル

料
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

参
加
費
＝
４
，
０
０
０
円

※ 

乗
車
時
に
集
め
ま
す
。
お
釣
り
の
な
い
よ

う
に
ご
用
意
く
だ
さ
い

申
込
期
間
＝
９
月
13
日
金
〜
30
日
月

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
▼
出
発
日
▼
乗

車
場
所
▼
郵
便
番
号
▼
住
所
▼
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
▼
生
年
月
日
▼
性
別
▼
電
話
番
号
（
自

宅
お
よ
び
携
帯
電
話
番
号
）
▼
（
あ
れ
ば
）
配

慮
し
て
ほ
し
い
事
項
を
明
記
し
て
左
記
ま
で

問
・
申
込
先
＝
〒
６
１
７
―
０
０
０
６

向
日
市
上
植
野
町
馬
立
８

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
　
乙
訓
地
域
総
務

室
　
内
藤

☎
０
７
５
―
９
２
１
―
０
１
８
２

０
７
５
―
９
３
２
―
４
５
７
０

と
き

テ
ー
マ
（
行
程
）

主
催

問

第
１
回

９
月
29
日
日
尼
崎
か
ら
中
国
街
道
を
西
へ
、
西
国
街
道
ま
で

（
阪
神
尼
崎
駅
〜
阪
神
西
宮
駅
）

あ
ま
が
さ
き
・

街
の
み
ど
こ
ろ

ご
案
内
委
員
会

☎
０
６
―
６
４
８
９
―
６
３
８
５

０
６
―
６
４
８
９
―
６
７
９
３

第
２
回

10
月
６
日
日
京
へ
向
か
っ
て
、
出
立
！

（
阪
急
西
宮
北
口
駅
〜
伊
丹
市
立
博
物
館
）
西
宮
市
立
郷
土

資
料
館

☎
０
７
９
８
―
３
３
―
１
２
９
８

第
３
回

10
月
12
日
土
兵
庫
の
伊
丹
か
ら
大
阪
の
池
田
へ

（
Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅
〜
阪
急
石
橋
駅
）

伊
丹
市
立
博
物

館

☎
０
７
２
―
７
８
３
―
０
５
８
２

第
４
回

10
月
19
日
土
赤
穂
義
士
萱
野
三
平
旧
邸
を
訪
ね
る

（
阪
急
石
橋
駅
〜
郡
山
宿
本
陣
）

箕
面
市
立
郷
土

資
料
館

☎
０
７
２
―
７
２
３
―
２
２
３
５

０
７
２
―
７
２
４
―
９
６
９
４

第
５
回

10
月
26
日
土
継
体
天
皇
陵
と
大
王
墓
今
城
塚
古
墳
を
訪
ね
て

（
郡
山
宿
本
陣
〜
大
阪
医
科
大
学
歴
史
資
料
館
）
茨
木
市
立
文
化

財
資
料
館
、
茨

木
市
観
光
協
会
☎
０
７
２
―
６
４
５
―
２
０
２
０

第
６
回

11
月
２
日
土
三
川
合
流
地
山
崎
、
天
王
山
を
目
指
す

（
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
〜
大
山
崎
町
歴
史
資
料
館
）
高
槻
市
立
し
ろ

あ
と
歴
史
館

☎
０
７
２
―
６
７
３
―
３
９
８
７

０
７
２
―
６
７
３
―
３
９
８
４

第
７
回

11
月
９
日
土
戦
国
の
西
岡
を
歩
く

（
阪
急
大
山
崎
駅
〜
向
日
市
文
化
資
料
館
）
大
山
崎
町
歴
史

資
料
館

☎
０
７
５
―
９
５
２
―
６
２
８
８

０
７
５
―
９
５
２
―
６
２
８
９

第
８
回

11
月
16
日
土
い
よ
い
よ
花
の
都
、
京
へ
入
る

（
阪
急
東
向
日
駅
〜
東
寺
）

向
日
市
文
化
資

料
館

☎
０
７
５
―
９
３
１
―
１
１
８
２

▲ 昼食は当日セリ落とされた豪
華海鮮丼です

背景図：『摂州名所図会』


